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簡易健康調査質問紙票による少年鑑別所収容年少少年の
情緒障害のスクリーニング
森 忠 繁１）・外 川 勝 巳２）
林 正３）・板 持 紘 子３）
Screening of Emotional Disturbances for Lowteens who Were Commited to a Juvenile Classification Office
by the Simplified Medical Index−health Questionnaire
Tadashige MORI１）, Katsumi TOGAWA２）
Tadashi HAYASHI３）, and Hiroko ITAMOCHI３）
At the present time the frequency of juvenile delinquency has reached a third peak in Japan. Lowteen
delinquents have increased in number and a large number of juvenile criminal offences have been
committed by junior high school children. Thirty five lowteens (from 14 to 15 years of age), who were
committed to a Juvenile Classification Office (21 boys and 14 girls from 14 to 15 years of age), and the
same number of control children, who were matched by sex and age, were investigated by a Simplified
Medical Index−health Questionnaire for screening maladjusted children at Junior High School.
The numbers of items in which the delinquency group showed higher rates of “yes” responses than the
control group were 7 for boys and 10 for girls in physical symptoms, and 12 for boys and 7 for girls in
mental symptoms. The delinquency group has kept a high state of anxiety and tension, and complained a
large number of items on M section (maladjustment), O section (anxiety), Q section (anger), and R section
(tension). Many complaints caused by disturbances of autonomic function were found in the female
delinquency group. The delinquency group manifested many complaints and remarkably large TYR (total
yes responses). Regarding the distribution of four types of “the extent of complaints” i.e. emotional
disturbances, type I and II were more frequent in the control group than in the delinquency group, and type
III and IV were more frequent in the delinquency group than in the control group. The Simplified Medical
Index−health Questionnaire is very useful to screen emotional disturbances of lowteens.
Key words：Simplified Medical Index−health Questionnaire, emotional disturbances, screening, Juvenile
Classification Office, lowteen,
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はじめに
本調査実施当時の昭和６２年における刑法犯少年（触
法少年を含めて）は全刑法犯検挙人員の２８．２％を占
め、年齢別構成比は１８歳以上２０歳未満の年長少年が
１２．２％、１６歳以上１８歳未満の中間少年が２９．２％、１４歳
以上１６歳未満の年少少年が４０．７％であり、１４歳未満
（触法少年）が１７．９％であった１）。平成１２年の刑法犯
少年は６６．７％を占め２）、刑法犯少年のうち中学生の割
合が大きく、非行の低年齢化が続いている３）～７）。最近
の少年非行は従来と異なったパターンを示している。
過去に非行歴がないものが全体の約半数（平成１１年で
は４５．５％）を占め、目立たない「普通の子」が内面に
不満やストレス等をかかえ、何らかの要因によって爆
発的に非行を起こす新しい型の非行が生じてきた８）。
少年の非行ないし逸脱行動は子どもの家庭的・社会的
環境の形態的、質的変化と個々の子どもの生物学的特
性によってある程度規定される適応障害との相互作用
的な心理的関わりにより形成されると考えられてい
る７）～９）。
CMIは不適応、情緒障害のスクリーニングに有用
であることが知られている１０），１１）。少年鑑別所収容少年
に CMIを適用して、多訴で不適応、情緒障害を示し
たことが報告されている１２）。著者らが作成した中学生
年齢をおもな対象とする簡易健康調査質問紙票（以下
に簡易質問紙票と記す）は CMIと類似の因子構造を
有し１３）、情緒不安定、神経症傾向の強い登校拒否症の
早期発見に有用であることはすでに報告した１４）。「は
い」応答率、各区分毎の「はい」応答数平均、「は
い」応答総数（TYR）平均、「症状の多さの程度」に
よる型分布は、登校拒否群では対照群より有意の差で
大きく１４）、児童相談所クライエント群の場合では対照
群との間で有意の差は認められなかった１５）。
非行少年（少年法第３条に規定されている少年）は
健全な育成のために警察、検察庁、家庭裁判所、少年
鑑別所、少年院、少年刑務所、地方更生保護委員会、
保護観察所等の機関でそれぞれの段階に応じて処理、
処遇される１６）。少年鑑別所は、家庭裁判所の観護措置
の決定により送致された少年等を収容するとともに、
家庭裁判所の行う少年に対する調査及び審判並びに保
護処分の執行に資するため、医学、心理学、教育学、
社会学等の専門的知識に基づいて少年の資質の鑑別を
行っている１６），１７）。簡易質問紙票を少年鑑別所収容年少
少年（１４歳以上１６歳未満）に適用して、その訴えの特
徴、「症状の多さの程度」による型分類の頻度分布の
特性などから、簡易質問紙票が新しい環境への不適応
傾向や情緒不安定性などのスクリーニングに有効か否
かを検討した。
対象および方法
全国に５３ヵ所ある少年鑑別所のうちの１少年鑑別所
に昭和６２年２月～３月に収容された中学生年齢に相当
する１４歳と１５歳の年少少年３５名（男子２１名、女子１４
名）を対象に簡易質問紙票調査を行った。調査は少年
鑑別所の法務教官を通じて、入所後１～２週間の時期
に調査の目的と個人の秘密の保持についての説明後、
簡易質問紙票に自記させた。少年鑑別所収容年少少年
を非行群とし、滋賀大学教育学部附属中学の２年（１４
歳）１２９名（男子６７名、女子６２名）、３年（１５歳）１２６
名（男子６７名、女子５９名）から、年齢、性をマッチさ
せて無作為に抽出した男子２１名、女子１４名の計３５名を
対照群として同様に簡易質問紙票に自記させた。
簡易質問紙票の各質問項目の「はい」応答率、Ａ～
Ｒの各区分の「はい」応答数の平均、「はい」応答総
数（TYR）の平均、「症状の多さの程度」の型分類の
頻度分布を非行群と対照群との間で比較した。データ
の集計、統計解析には SPSS１８）を用いた。
成 績
Table１は簡易質問紙票の各質問項目の「はい」応
答率を非行群と対照群を男女別に比較してＸ２－検定
の結果を示している。全７３項目中非行群の「はい」応
答率が危険率５％以下で有意に高かった質問項目は、
男子が１９項目、女子が１７項目であった。対照群より非
行群に高い「はい」応答率は、男子ではＭ～Ｒの精神
症状が１２項目で、Ａ～Ｌの身体症状７項目より多く、
女子ではＡ～Ｌの身体症状が１０項目で、Ｍ～Ｒの精神
症状の７項目より多かった。非行群に危険率０．１％以
下で特に大きな有意差で高い「はい」応答率を示した
質問項目は、男子では「２５．疲れてぐったりすること
がありますか」、「２７．ちょっと運動や勉強しただけで
も疲れますか」、「４４．見知らぬ人や場所が気にかかり
ますか」、「４６．いつも相談する相手がそばにいてほし
いですか」、「６４．人からさしずされると腹がたちます
か」、「６５．人からじゃまされていらいらしますか」、
「６６．ひどく腹を立てることがありますか」、「７０．夜
中に急に物音がしたりするとおびえますか」、「７１．こ
わい夢で目のさめることがありますか」であり、女子
では「８．胸や心臓のところに痛みがありますか」、
「２０．肩や首すじがこりますか」、「４４．見知らぬ人や
場所が気にかかりますか」、「５１．よく泣きますか」、
「６１．すぐかっとなったりいらいらしたりします
Tadashige MORI. et al.
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Table 1 Comparison with rates of “yes” response between the control and the delinquency group by sex.
Boys（％） girls（％）
Sercton Item Contorol Delinquency Wholeboys
p of
x2−test Contorol Delinquency
Whole
girls
p of
x2−test
Ａ １．遠くを見るのにメガネがいりますか ２３．８ １４．３ １９．０ ０．６９４４ ２８．６ ２１．４ ２５．０ １．００００
２．いつも耳鳴りがしますか ０．０ １４．３ ７．１ ０．２３０８ ０．０ １４．３ ７．１ ０．４６３１
Ｂ ３．いつも鼻がつまっていますか １４．３ １９．０ １６．７ １．００００ ０．０ ７．１ ３．６ １．００００
４．よくのどが痛んだり，へん桃せんがはれた
りしますか
１４．３ ２８．６ ２１．４ ０．４５２０ ２１．４ ４２．９ ３２．１ ０．４１８３
５．ぜんそくがありますか ０．０ ９．５ ４．８ ０．４６８７ １４．３ ７．１ １０．７ １．００００
Ｃ ６．医者から血圧が高いと言われたことがあり
ますか
０．０ ０．０ ０．０ １．００００ ０．０ ７．１ ３．６ １．００００
７．医者から血圧が低すぎると言われたことが
ありますか
４．８ ４．８ ４．８ １．００００ ７．１ ４２．９ ２５．０ ０．０８０９
８．胃や心臓のところに痛みがありますか ４．８ ９．５ ７．１ １．００００ ７．１ ６４．３ ３５．７ ０．００５８
９．心臓がドキドキすることがよくありますか ２３．８ ５７．１ ４０．５ ０．０５９３ １４．３ ５７．１ ３５．７ ０．０４８６
１０．心臓が非常に早くうつことがありますか ９．５ ９．５ ９．５ １．００００ ０．０ ３５．７ １７．９ ０．０４８４
１１．よく息苦しくなることがありますか ９．５ ２８．６ １９．０ ０．２３８５ ７．１ ５７．１ ３２．１ ０．０１５２
１２．他人より息切れしやすいですか ４．８ ４２．９ ２３．８ ０．０１１２ ２１．４ ３５．７ ２８．６ ０．６７５７
１３．時々座っていても息切れすることがありま
すか
０．０ ０．０ ０．０ １．００００ ０．０ ７．１ ３．６ １．００００
１４．足がひどくむくむことがありますか ０．０ １４．３ ７．１ ０．２３０８ ０．０ １４．３ ７．１ ０．４６３１
１５．医者から心臓が悪いと言われたことがあり
ますか
４．８ ９．５ ７．１ １．００００ ７．１ １４．３ １０．７ １．００００
Ｄ １６．いつも食欲がないですか ４．８ ０．０ ２．４ １．００００ ０．０ ２１．４ １０．７ ０．２２１７
１７．よく間食しますか ６６．７ ５７．１ ６１．９ ０．７５０７ ５７．１ ７１．４ ６４．３ ０．６９３３
１８．よく胃が痛みますか ４．８ ２８．６ １６．７ ０．０９７７ １４．３ ５７．１ ３５．７ ０．０４８６
１９．よく下痢をしますか １４．３ ９．５ １１．９ １．００００ ０．０ ２８．６ １４．３ ０．１０５２
Ｅ ２０．肩や首すじがこりますか １９．０ ５２．４ ３５．７ ０．０５３３ １４．３ ７８．６ ４６．４ ０．００２４
Ｆ ２１．よく皮ふにじんましんがでますか ９．５ ９．５ ９．５ １．００００ ０．０ １４．３ ７．１ ０．４６３１
Ｇ ２２．よくひどい頭痛がしますか ９．５ ９．５ ９．５ １．００００ ０．０ ４２．９ ２１．４ ０．０２１３
２３．つめをかむくせがありますか ２３．８ ６１．９ ４２．９ ０．０２９１ ７．１ ４２．９ ２５．０ ０．０８０９
Ｉ ２４．疲れてぐったりすることがよくありますか ３８．１ ５２．４ ４５．２ ０．５３５２ ５７．１ ７８．６ ６７．９ ０．４１８３
２５．運動や勉強すると疲れきってしまいますか ４．８ ５７．１ ３１．０ ０．０００８ ２８．６ ６４．３ ４６．４ ０．１２９６
２６．朝起きるといつも疲れきってしまいますか ２３．８ ３３．３ ２８．６ ０．７３２７ ２１．４ ２１．４ ２１．４ １．００００
２７．ちょっと運動や勉強しただけでも疲れます
か
４．８ ４７．６ ２６．２ ０．００５０ １４．３ ５０．０ ３２．１ ０．１０５５
２８．ひどく神経が疲れきっていますか ４．８ ９．５ ７．１ １．００００ ７．１ ２８．６ １７．９ ０．３２３７
Ｊ ２９．よく病気で寝こみますか ０．０ ９．５ ４．８ ０．４６８７ １４．３ ２８．６ ２１．４ ０．６４５１
３０．いつもからだの具合が良くないですか ４．８ ９．５ ７．１ １．００００ ０．０ ３５．７ １７．９ ０．０４８４
３１．病弱なほうですか ０．０ １９．０ ９．５ ０．１１４８ １４．３ １４．３ １４．３ １．００００
３２．ひどい痛みで運動や勉強ができないですか ４．８ ４．８ ４．８ １．００００ ０．０ ０．０ ０．０ １．００００
３３．自分の健康のことが気になって仕方ないで
すか
４．８ ４２．９ ２３．８ ０．０１１２ ０．０ ４２．９ ２１．４ ０．０２１３
３４．いつも病気がちで楽しくないですか ９．５ １４．３ １１．９ １．００００ ０．０ １４．３ ７．１ ０．４６３１
Ｋ ３５．何か慢性の病気がありますか １４．３ １４．３ １４．３ １．００００ ７．１ ０．０ ３．６ １．００００
３６．けがをしやすいですか ９．５ ４２．９ ２６．２ ０．０３５２ ０．０ ４２．９ ２１．４ ０．０２１３
Ｌ ３７．寝つきが悪かったり，眠ってもすぐ目をさ
ましやすいですか
１４．３ ４７．６ ３１．０ ０．０４５２ ２１．４ ５７．１ ３９．３ ０．１２１７
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Boys（％） girls（％）
Sercton Item Contorol Delinquency Wholeboys
p of
x2−test Contorol Delinquency
Whole
girls
p of
x2−test
Ｍ ３８．試験のときや質問される時に汗をかいたり
ふるえたりしますか
１４．３ ３３．３ ２３．８ ０．２７７１ ７．１ ２８．６ １７．９ ０．３２３７
３９．目上の人が近づくととても緊張してふるえ
そうになりますか
４．８ ３８．１ ２１．４ ０．０２４１ ０．０ ７．１ ３．６ １．００００
４０．目上の人が見ていると仕事がさっぱりでき
なくなりますか
９．５ ３３．３ ２１．４ ０．１３２５ ２８．６ １４．３ ２１．４ ０．６４５１
４１．物事をいそいでしなければならない時は頭
が混乱しますか
１９．０ ４２．９ ３１．０ ０．１８１８ ４２．９ ６４．３ ５３．６ ０．４４８５
４２．少しでも急ぐと誤りをしやすいですか ２３．８ ３８．１ ３１．０ ０．５０４４ ４２．９ ５７．１ ５０．０ ０．７０５５
４３．いつも指示や命令をとり違えますか ４．８ ３８．１ ２１．４ ０．０２４１ １４．３ ２１．４ １７．９ １．００００
４４．見知らぬ人や場所が気にかかりますか ９．５ ５２．４ ３１．０ ０．００７６ ７．１ ６４．３ ３５．７ ０．００５８
４５．いつも決心がなかなかつきませんか ３３．３ ６１．９ ４７．６ ０．１２２４ ４２．９ ６４．３ ５３．６ ０．４４８５
４６．いつも相談する相手がそばにいてほしいで
すか
２３．８ ８１．０ ５２．４ ０．０００７ ３５．７ ７８．６ ５７．１ ０．０５６２
４７．人からは気がきかないと思われていますか １４．３ ２８．６ ２１．４ ０．４５２０ ７．１ ２８．６ １７．９ ０．３２３７
４８．よそで食事をするのが苦になりますか １４．３ ９．５ １１．９ １．００００ １４．３ １４．３ １４．３ １．００００
Ｎ ４９．人の集まりに出ても一人ぼっちな感じがし
て悲しいですか
１９．０ ２８．６ ２３．８ ０．７１７１ ７．１ ２１．４ １４．３ ０．５８９２
５０．いつもみじめな感じでゆううつですか １４．３ ２３．８ １９．０ ０．６９４４ ０．０ ２１．４ １０．７ ０．２２１７
５１．よく泣きますか ０．０ ２３．８ １１．９ ０．０５６７ ０．０ ６４．３ ３２．１ ０．００１２
Ｏ ５２．いつもくよくよしますか ９．５ ２３．８ １６．７ ０．４０７６ ７．１ ２８．６ １７．９ ０．３２３７
５３．ちょっとしたことでも気になって仕方がな
いですか
１９．０ ５２．４ ３５．７ ０．０５３３ ５０．０ ４２．９ ４６．４ １．００００
５４．人から神経質だと思われていますか ０．０ ３３．３ １６．７ ０．０１３０ ２１．４ ２１．４ ２１．４ １．００００
Ｐ ５５．ひどいはにかみやかあるいは神経過敏なほ
うですか
４．８ １４．３ ９．５ ０．５９９１ １４．３ １４．３ １４．３ １．００００
５６．感情を害しやすいですか ０．０ ２８．６ １４．３ ０．０２７５ ７．１ ５０．０ ２８．６ ０．０３６５
５７．人から批判されるとすぐ心が乱れますか １９．０ ４７．６ ３３．３ ０．１０１７ ２１．４ ３５．７ ２８．６ ０．６７５７
５８．人から気むずかしやだと思われていますか ０．０ ４．８ ２．４ １．００００ ２１．４ ２１．４ ２１．４ １．００００
Ｑ ５９．友達にも気を許さないですか ４．８ １４．３ ９．５ ０．５９９１ １４．３ ０．０ ７．１ ０．４６３１
６０．仕事（勉強）をしようと思ったらいても
たってもおれなくなりますか
４．８ １４．３ ９．５ ０．５９９１ ０．０ １４．３ ７．１ ０．４６３１
６１．すぐカッとなったりいらいらしたりします
か
２３．８ ４２．９ ３３．３ ０．３２６１ １４．３ ７８．６ ４６．４ ０．００２４
６２．いつも緊張していないと取り乱しますか ０．０ １９．０ ９．５ ０．１１４８ ７．１ ０．０ ３．６ １．００００
６３．ちょっとしたことがカンにさわって腹がた
ちますか
１４．３ ５７．１ ３５．７ ０．０１００ ２１．４ ２１．４ ２１．４ １．００００
６４．人からさしずされると腹がたちますか ４．８ ５７．１ ３１．０ ０．０００８ ２８．６ ５０．０ ３９．３ ０．４３９０
６５．人からじゃまされていらいらしますか ３８．１ ９０．５ ６４．３ ０．００１３ ２８．６ ６４．３ ４６．４ ０．１２９６
６６．ひどく腹を立てることがよくありますか １９．０ ３８．１ ２８．６ ０．３０５５ ２１．４ ２８．６ ２５．０ １．００００
Ｒ ６７．いつも緊張していらいらしていますか ０．０ ２３．８ １１．９ ０．０５６７ ０．０ ７．１ ３．６ １．００００
６８．急な物音でとび上がるように驚いたりふる
えたりしますか
４．８ ２８．６ １６．７ ０．０９７７ １４．３ ５７．１ ３５．７ ０．０４８６
６９．どなりつけられるとすくんでしまいますか １４．３ ４２．９ ２８．６ ０．０８７７ ２８．６ １４．３ ２１．４ ０．６４５１
７０．夜中に急に物音がしたりするとおびえます
か
４．８ ５２．４ ２８．６ ０．００２１ １４．３ ７１．４ ４２．９ ０．００７５
７１．こわい夢で目のさめることがありますか ９．５ ５７．１ ３３．３ ０．００３２ ０．０ ７１．４ ３５．７ ０．０００４
７２．よく何の理由もなく急におびえたりします
か
０．０ １９．０ ９．５ ０．１１４８ ０．０ １４．３ ７．１ ０．４６３１
７３．突然ひや汗のでることがありますか ０．０ ２８．６ １４．３ ０．０２７５ ７．１ ０．０ ３．６ １．００００
Number of subjects ２１ ２１ ４２ １４ １４ ２８
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－１２－
か」、「７０．夜中に急に物音がしたりするとおびえます
か」、「７１．こわい夢で目のさめることがありますか」
であった。
Table２は簡易質問紙票のＡ～Ｒの各区分、Ａ～Ｌ
の身体症状、Ｍ～Ｒの精神症状、「症状の多さの程
度」の判別に用いられるＣ＋Ｉ＋Ｊ、Ｍ～Ｒ、Ｃ＋Ｉ
＋Ｊ＋Ｍ～Ｒおよび TYRなどの平均「はい」応答数
を非行群と対照群とで男女別に比較し、ｔ‐検定の結
果を示している。男子ではＡ，Ｂ，Ｄ，Ｆ，Ｎの５区
分以外、女子ではＡ、Ｂ、Ｆ、Ｉ、Ｏ、Ｐの６区分以
外の平均「はい」応答数が非行群に有意に大きかっ
た。特に「症状の多さの程度」の判別に用いるＣ＋Ｉ
＋ＪおよびＭ～Ｒの平均「はい」応答数は男女ともに
両群間の差が大きかった。TYRの平均は、男子では
非行群２２．１４２９、対照群８．０４７６、女子では非行群
２５．２５８７、対照群１０．０００でいずれも０．０１％以下の危険
率で有意差が認められた。
Table３は情緒不安定、神経症傾向を示す指標とな
る「症状の多さの程度」の型別の頻度分布を非行群と
対照群との比較を示している。男子では、非行群はⅠ
型４．８％、Ⅱ型１４．３％、Ⅲ型３３．３％、Ⅳ型４７．６％に 対
し、対照群はⅠ型４７．６％、Ⅱ型２８．６％、Ⅲ型２３．８％、
Ⅳ型０％であった。女子では、非行群はⅠ型０％、Ⅱ
型７．１％、Ⅲ型５０．０％、Ⅳ型４２．９％に対し、対照群は
Ⅰ型４２．９％、Ⅱ型２８．６％、Ⅲ型２８．６％、Ⅳ型０％で
あった。非行群では男女ともにⅢ型とⅣ型が圧倒的に
多い分布を示した。
考 察
１）TYRと情緒障害
簡易質問紙票の「はい」応答数は非行群が対照群よ
り著しく大きい。児童相談所のクライエント群の TYR
は対照群と有意差が認められなかった１５）。クライエン
ト群と本報告の非行群の TYRを比較してみると、ク
ライエント群男子１２．０６±９．０７（ｎ＝２４）、女子１３．８２
±７．１６（ｎ＝１７）より非行群男子２２．１４±１１．０３（ｎ＝
２１）、女子２５．２９±７．７０（ｎ＝１４）が著しく大きい。少
年院、少年鑑別所収容少年および対照の民間企業の養
成学園男子生徒における CMIの訴え数は少年院収容
少年が最も多く、次いで少年鑑別所収容少年で、対照
群が最も少なく、刑法犯少年では CMIの訴え数が多
いことを税所らは報告している１２）。刑法犯少年に CMI
Table 2 Means and standard deviations of the number of “yes” response by the control and the delinquency group.
Section
Boys（M ± SD） Girls（M ± SD）
Control Delinquency Whole boys p ofT−test Control Delinquency Whole girls
p of
T−test
Ａ ０．２３８１±０．４３６４ ０．２８５７±０．４６２９ ０．２６１９±０．４４５００．７３３４ ０．２８５７±０．４６８８ ０．２８５７±０．４６８８ ０．２８５７±０．４６８８１．００００
Ｂ ０．２８５７±０．５６０６ ０．５７１４±０．７４６４ ０．４２８６±０．６６７８０．１６８５ ０．２８５７±０．４６８８ ０．５７１４±０．６４６２ ０．４２８６±０．５６４５０．１９２１
Ｃ ０．６６６７±１．０１６５ １．７６１９±１．５７８１ １．２１４３±１．４２３４０．０１０８ ０．６４２９±１．３３６３ ３．３５７１±２．２３９８ ２．００００±１．８４４２０．０００６
Ｄ ０．８５７１±０．８５３６ ０．９５２４±０．９７３５ ０．９０４８±０．９０５５０．７３７８ ０．７８５７±０．８９２６ １．７１４３±０．８２５４ １．２５００±０．８５９７０．００８３
Ｅ ０．１４２９±０．３５８６ ０．５２３８±０．５１１８ ０．３３３３±０．４７７１０．００８０ ０．１４２９±０．３６３１ ０．７８５７±０．４２５８ ０．４６４３±０．３９５７０．０００２
Ｆ ０．０４７６±０．２１８２ ０．０９５２±０．３００８ ０．０７１４±０．２６０７０．５６０４ ０．０ ±０．０ ０．１４２９±０．３６３１ ０．０７１４±０．２５６８０．１５３０
Ｇ ０．３８１０±０．４９７６ ０．７１４３±０．４６２９ ０．５４７６±０．５０３８０．０３０２ ０．０７１４±０．２６７３ ０．８５７１±０．７７０３ ０．４６４３±０．５７６６０．００１３
Ｉ ０．７６１９±０．８８９１ ２．００００±１．４８３２ １．３８１０±１．３６０６０．００２２ １．６６６７±２．０６５６ １．９０９１±１．４４４５ １．８５７１±１．５８３００．７４２２
Ｊ ０．２３８１±０．５３９０ １．０４７６±１．６５７６ ０．６４２９±１．２８４５０．０３９５ ０．２８５７±０．７２６３ １．３５７１±１．５４９５ ０．８２１４±１．２１０１０．０２７１
Ｋ ０．１９０５±０．４０２４ ０．５７１４±０．５９７６ ０．３８１０±０．５３８９０．０２００ ０．０７１４±０．２６７３ ０．４２８６±０．５１３６ ０．２５００±０．４０９４０．０２９２
Ｌ ０．１４２９±０．３５８６ ０．４２８６±０．５０７１ ０．２８５７±０．４５７２０．０４１３ ０．１４２９±０．３６３１ ０．５７１４±０．５１３６ ０．３５７１±０．４４４７０．０１７０
Ｃ＋Ｉ＋Ｊ １．６１９０±１．８５６８ ４．８０９５±３．７０９７ ３．２１４３±３．３１６９０．００１１ ２．２８５７±２．３３４６ ７．１４２９±４．４００３ ４．７１４３±３．５２２３０．００１２
Ａ～Ｌ ３．９０４８±３．４０４５ ９．０４７６±５．７６６１ ６．４７６２±４．７３４９０．００１１ ４．００００±３．４６４１１２．４２８６±５．７３４０ ８．２１４３±４．７３７００．０００１
Ｍ １．７１４３±２．３４８３ ４．５７１４±２．５４１１ ３．１４２９±２．４４６６０．０００５ ２．５０００±２．３４５２ ４．３５７１±２．３４０５ ３．４２８６±２．３４２９０．０４５８
Ｎ ０．３３３３±０．６５８３ ０．７６１９±１．０４４３ ０．５４７６±０．８７２９０．１１９５ ０．０７１４±０．２６７３ １．００００±０．７８４５ ０．５３５７±０．５８６００．０００３
Ｏ ０．３３３３±０．６５８３ １．０４７６±１．１１７０ ０．６９０５±０．９１６８０．０１５７ ０．８５７１±０．６６３０ １．０７１４±０．９９７２ ０．９６４３±０．８４６８０．５０９１
Ｐ ０．３３３３±０．５７７４ ０．９５２４±１．１１７０ ０．６４２９±０．８８９１０．０２９６ ０．５７１４±０．９３７６ １．２８５７±１．０６９０ ０．９２８６±１．００５５０．０７１４
Ｑ １．００００±１．３４１６ ３．３３３３±１．７１２７ ２．１６６７±１．５３８４０．００００ １．３５７１±１．４４６９ ２．５７１４±１．６５０８ １．９６４３±１．５５２２０．０４８５
Ｒ ０．３３３３±０．６５８３ ２．５２３８±１．７２１０ １．４２８６±１．３０２９０．００００ ０．６４２９±０．９２８８ ２．３５７１±１．１５０７ １．５０００±１．０４５７０．０００２
Ｍ～Ｒ ４．０４７６±４．６６３４１３．２３８１±６．４４１３ ８．６４２９±５．６２３１０．００００ ６．００００±３．５７３４１２．７８５７±４．２９９９ ９．３９２９±３．９５３４０．０００１
Ｃ＋Ｉ＋Ｊ，Ｍ～Ｒ ５．６６６７±６．００２８１８．０４７６±９．２３３０１１．８５７１±７．７８７２０．００００ ８．２８５７±５．４６９２１９．９２８６±６．６３８６１４．１０７１±６．０８２１０．００００
ＴＹＲ ８．０４７６±７．２４２１２２．１４２９±１１．０３３１１５．０９５２±９．３３２１０．００００１０．００００±６．５８６７２５．２８５７±７．７００４１７．６４２９±７．１６５２０．００００
ｎ ２１ ２１ ４２ １４ １４ ２８
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の訴え数が多いのは、拘束による影響としているが、
むしろ情緒障害の程度によることを第一義的に考えた
方が理解しやすい。
Brodmannらは、CMIにおいて訴え数が１９５項目中
３０以上を情緒障害としており１０），１１）、情緒障害では訴え
数が多くなり、TYRが大きくなることが理解でき
る。教育相談事典によると、情緒障害を「欲求不満や
葛藤が解消されないで、たえず強い情緒反応を起こす
ようになる。こうした情緒的適応障害の状態」と定義
している１９）。簡易質問紙票の成分因子である不安、緊
張、欲求不満１３）が情緒障害の根底であり本質であると
考えられるので、TYRは情緒障害の指標とすること
ができ、男子では７３項目中２０以上、女子では２５以上は
情緒障害としてよいと考えられる。
２）訴えの内容
区分「はい」応答数の平均が対照群より有意に非行
群が大きい区分は、Ｃ（心臓循環系）、Ｅ（筋骨格
系）、Ｇ（神経系）、Ｊ（疾病に対する関心）、Ｋ（既
往症）、Ｌ（習慣）、Ｍ（不適）、Ｑ（怒り）、Ｒ（緊
張）であり、これらは男女共通であった。男子非行群
のみが有意に大きい区分はＩ（疲労）、Ｏ（不安）、Ｐ
（過敏）であり、女子非行群のみが有意に大きい区分
はＤ（消化器系）、Ｎ（憂うつ）であった。非行群が
有意に大きい「はい」応答率で、かつ５０％以上の「は
い」応答率を示した項目は、男子では「２３．つめをか
むくせがありますか」、「２５．運動や勉強すると疲れ
きってしまいますか」、「４４．見知らぬ人や場所が気に
かかりますか」、「４６．いつも相談する相手がそばにい
てほしいですか」、「６３．ちょっとしたことがカンにさ
わって腹がたちますか」、「６４．人からさしずされると
腹がたちますか」、「６５．人からじゃまされていらいら
しますか」、「７０．夜中に急に物音がしたりするとおび
えますか」、「７１．こわい夢で目のさめることがありま
すか」であり、女子では「８．胸や心臓のところに痛
みがありますか」、「９．心臓がドキドキすることがあ
りますか」、「１１．よく息苦しくなることがあります
か」、「１８．よく胃が痛みますか」、「２０．肩や首すじが
こりますか」、「２２．よくひどい頭痛がしますか」、
「４４．見知らぬ人や場所が気にかかりますか」、「５１．
よく泣きますか」、「５６．感情を害しやすいですか」、
「６１．すぐかっとなったりいらいらしたりします
か」、「６８．急な物音でとび上るように驚いたりふるえ
たりしますか」、「７０．夜中に急に物音がしたりすると
おびえますか」、「７１．こわい夢で目のさめることがあ
りますか」であった。非行群は不安、緊張が強く、不
適応、興奮の傾向の訴えが多い。女子は男子より精神
症状の訴え以外にも、自律神経失調に伴う身体症状を
多く訴えることが特徴的である。
３）「症状の多さの程度」の型分布
男子では対照群はⅠ、Ⅱ型が７６．２％に対し非行群は
Ⅲ、Ⅳ型が８０．９％、女子では対照群はⅠ、Ⅱ型が７１．４％
に対し非行群はⅢ、Ⅳ型が９２．２％で、非行群の８０～９０％
は情緒障害の傾向が強いⅢ型、Ⅳ型を示している。少
年院、少年鑑別所収容少年における CMIにおいて
も、少年院ではⅢ型、少年鑑別所ではⅣ型が多いこと
が報告されている１２）。本報告の対照群と既報の児童相
談所の対照群１５）の型分布には有意差が認められず、対
照群の７０～７６％はⅠ型、Ⅱ型である。本報告の少年鑑
Table 3 Distribution of the criterion type by the control and the delinquency group.
I II III IV Total
Boys
Control group n １０ ６ ５ ０ ２１
％ ４７．６ ２８．６ ２３．８ ０．０ １００．０
Delinquency group n １ ３ ７ １０ ２１
％ ４．８ １４．３ ３３．３ ４７．６ １００．０
Total n １１ ９ １２ １０ ４２
％ ２６．２ ２１．４ ２８．６ ２３．８ １００．０
χ2−test χ2＝１８．６９６９， d. f.＝３， p＝０．０００３．
Girls
Control group n ６ ４ ４ ０ １４
％ ４２．９ ２８．６ ２８．６ ０．０ １００．０
Delinquency group n ０ １ ７ ６ １４
％ ０．０ ７．１ ５０．０ ４２．９ １００．０
Total n ６ ５ １１ ６ ２８
％ ２１．４ １７．９ ３９．３ ２１．４ １００．０
χ2−test χ2＝１４．６１８２， d. f.＝３， p＝０．００２２．
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別所収容年少少年の簡易質問紙票の型分布は児童相談
所の非行群、学校不適応群、クライエント群と比較し
てもⅢ型、Ⅳ型が著しく多く、情緒障害の傾向が極端
に強いことを示している。
ま と め
現在の少年非行の動向は新しい型の非行の発生と非
行の低年齢化にあり、中学生の占める刑法犯少年の割
合が大きくなっている。１４歳以上１６歳未満の少年鑑別
所収容年少少年男子２１名、女子１４名（非行群）とそれ
らに性、年齢をマッチさせた同数の対照中学生に簡易
質問紙票による調査を行った。簡易質問紙票の各質問
項目の「はい」応答率、区分の「はい」応答数の平
均、TYRの平均、「症状の多さの程度」の型分布を両
群間で比較した。
非行群に有意に高かった「はい」応答率の項目数は
男女それぞれ、身体症状が男子７項目、女子１０項目、
精神症状が男子１２項目、女子７項目であった。非行群
は不安、緊張が強く、不適応、怒りの訴えが特に多
かった。非行群女子は自律神経失調に伴う身体症状の
訴えが多かった。非行群の訴えは多く、TYRは著し
く大きく、男子では２０以上、女子では２５以上は情緒障
害としてよいと考えられる。「症状の多さの程度」の
型は対照群がⅠ型、Ⅱ型が多いのに対し、非行群はⅢ
型、Ⅳ型が著しく多く、情緒障害の程度、環境への不
適応の程度を示す指標として有効であると考えられ
る。
本論文の要旨は第３６回日本学校保健学会（平成１年
１０月，東京）において発表した。
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